
生 物学の お も しろさ

一 ミクロとマクロー

私は何の因果か,こ の理学部で生物学を生業と

している身でありますから生物学が,こ の世の中

で一番おもしろいと思っています。何がそんなに

おもしろいのかというと要するに「生き物という

奴は訳の分からない,びっくりするようなことを

いろいろなレベルで行ってるが,がんばれば,そ

の行動の意味づけや機構も分かって くるので勝利

感が味わえる (調べていくとその先のことは必ず

次の課題として現れて来て敗北感に打ちひしがれ

ることは分かっていても)。 」ということだと思い

ます。この勝ったり負けたりするところが何とも

言えない快感なわけです。なん面でも限りなく続

いて,決 してゲームオーバーにならないファミコ

ンのソフトみたいなもので,意外なところで隠れ

キャラクターがでてきたり,どんでんがえしがあ

ったりします。ファミコンとちがうことは,自分

の進んでいる道が,予め決められているものでは

なくて,自分が自由に選んで作っていくことがで

き,マ クロからミクロのレベルまで,ど こまでも

広げることができるところではないでしょうか。

最近,中公新書から私の大学院時代の指導教官

である江上信雄先生の
(メ

ダカに学ぶ生物学 'が

出版されました。そのなかで,江上先生は,「私

たちの世代が経験 した生物学の発達は革命的とも

言われる。半世紀前の少年が夢にみた生物学と現

実はかけ離れてみえる。それにもかかわらず,自

然への興味と一見不可思議にも見える生命現象の

解明, ミクロとマクロな次元を通 じての自然科学

的生命観を求めるといった生物学の本質には変わ

りはないと思っている。」 と述べられていますが,

まさにその通 りだと思います。私も,同 じ様なこ

とを前の段落で言いたかったのですが,さすが言
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葉の重みが違います。この本には,江上先生が,

学生時代に行っていたメダカの産卵実験や生殖行

動に関する実験から,最近の研究内容までが紹介

されていますが,先生のように一つの材料に関し

て, ミクロからマクロまでの全体像を意識しなが

ら研究者が少なくなってきている気がします。子

供の頃,怪獣映画に出て来る
u博

士 "は化石のこ

とから生物学,文献学 (古代文字も読める !)ま

でを極めていましたし,テ レビや雑誌に出ていた

“○○博士 "と 呼ばれる人々は,そ のことに関し

ては何でも知っていました。どうも,むかしは,

そうした南方熊楠のような "博士 "がたくさんい

たらしいのですが一体どこに行ってしまったので

しょうか。

最近,お もしろい生物現象にでくわしました。

テニスをしていたのですが,シ ューズが足に合わ

なかったため,滑った瞬間に足の親指の爪に無理

やりはがされそうになってしまいました。見ると

爪は,はがれなかったものの,爪の下のところ全

体が内出血して赤紫になってしまいました。とり

あえず医者も嫌いなので放っておきました。 3週

間ほどすると内出血がなくなって,直 った直った

と喜んでいたのですが,そ の内に爪が段々つやが

なくなってきました。変だなあと思っていると,

2カ 月程したある日,風呂に入って足を洗ってい

たら足の爪が一枚全部ぽろっととれてしまったの

です。取れた爪は,琴爪と全く同じ形で,き っと

同じ目にあった人が考案したものであったにちが

いないと冷静に考えつつも,内心,こ れは困った

ことになったものだ,一生,足の爪がないままだ

ったらえらいことだ,電車で足でも踏まれたり,

だれかに鉛筆の先でつつかれたりしたら痛いだろ

●

-21-



うなと風呂の中で考え込んでしまいました。よく

映画で爪の間につま楊子を差し込む拷間の場面が

ありますが,それよりも痛そうです。しかし,よ

くみると爪の取れた跡はなんとなく他の皮膚の

ところとは違っているようで,勇気を出して触

ってみるとちょっと固くなっていて,生まれたば

かりの赤ん坊の爪のようなものがちゃんとあるこ

とが分かりました。まるで自分が脱皮したばかり

の昆虫になったみたいで,なかなか不思議な気分

になりました。この爪らしきものは,爪 と皮膚の

中間体みたいなものでした。これが,段々厚くな

って,ち ゃんとした爪になるのかと思っていたの

ですが,ど うしてもこれは応急処置のための "爪

もどき"であったらしく, しばらくすると爪の根

元のところから固い大人の爪が徐々に生えてきま

した。つなぎめのところは,は っきりしてし―ヽて,

この爪もどきは,指の先のところから段々薄くな

ってきてボロボロになってとれていきました。現

時点で,本当の爪が,指の半分ぐらいのところま

で生えてきています。もうすぐ,元の状態に戻る

ものだと思いますが,エ キサイティングな生物現

象を目前でみたようで,ち ょっと得した気分にな

りました。こうした爪の再生現象を見てきた人は,

人類の歴史の中で数限りなくいたはずで,それぞ

れに,びっくりしたに違いありません。私の場合,

あの爪もどきは,い ったいどこから生えてきたか,

本当の爪がある程度のびてくると退化 していくの

はなぜで,爪の根元で細胞分裂はどうなっている

のか等々,生物学者としての疑間が次々にわいて

きました。爪が,はがれかけた時,細胞がその情

報を受け,遺伝子の発見を制御 し,ケ ラチン化し

て爪になっていくまでの分子・細胞レベルでどの

様な変化が生じるのかというミクロの問題から,

爪というものを動物が獲得してきた過程や形態の

多様性といったマクロな博物学的問題にも興味は

ひろがっていきます。猫と馬と人を比べただけで,

動物によって爪の形態はずいぶん違うわけで,同

じ人間でも爪の形に個人差がずいぶんあるようで

すが,こ うした差を遺伝子レベルから生態学的レ

ベルにわたって解明する試みも,き っとおもしろ

い話になる様な気がします。生物学をやっていた

おかげで,多少痛い思いをしても,こ うしたミク

ロからマクロまでひろげていくことのできる妄想

(?)を簡単に楽しむことができたわけです。
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